A Study on the Contemporary State by 福田 豊
現代国家考
著者 福田 豊
出版者 法政大学社会学部学会
雑誌名 社会労働研究
巻 32
号 3-4
ページ 43-68
発行年 1986-03
URL http://hdl.handle.net/10114/5699
畑中和夫・桶井英雄編耕『現代倒家論』（法休文化社）の「はしがき」につぎのようなくだりがある。
「
（
本
替
の
）
第
一
の
特
徴
は
、
は
じ
め
に
現
代
資
本
主
義
国
家
に
つ
い
て
の
離
水
的
な
問
題
を
み
て
お
く
と
と
も
に
、
現
代
の
主
要
な
資
本
主
義
国
に
お
け
る
支
配
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
現
代
国
家
分
析
の
主
要
な
業
績
の
分
析
を
通
じ
て
現
代
国
家
論
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
国
と
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
四
カ
国
を
と
っ
た
。
い
ず
れ
も
商
度
に
苑
途
し
た
資
本
主
義
図
で
あ
り
、
現
代
Ⅱ
本
の
政
給
励
向
や
イ
デ
オ
Ⅶ
ギ
ー
状
況
に
大
き
な
彫
紳
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
分
析
は
わ
が
国
の
現
代
国
家
研
究
に
も
直
接
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
特
徴
は
、
現
代
社
会
主
義
国
家
論
に
つ
い
て
一
厳
を
設
け
た
こ
と
で
あ
る
。
現
存
社
会
主
雑
囚
家
に
お
け
る
氏
主
化
の
問
題
は
緊
急
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
問
題
は
わ
が
国
の
進
路
を
考
え
る
上
で
も
決
定
的
な
課
題
の
一
つ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
書
に
お
い
て
は
、
そ
の
課
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
一
環
と
し
て
、
ソ
連
の
全
人
氏
国
家
論
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
自
主
管
理
国
家
論
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
社
会
主
義
的
多
元
主
義
を
と
り
あ
げ
た
。
な
お
『
第
三
世
界
』
諸
国
の
国
家
論
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
現
代
国
家
老
現
代
脚
家
拷
ま
え
が
き
福
１１
ｌノリ
三
農
現
代
国
家
考
叫
ｕ
も十分に自覚していたが、本書においては果たしニえなかったことを遺憾に思ってい（塾」。
みられるとおり、ここでは現代国家は現代資本主義国家、現代社会主義国家、「第一一一世界」国家の一一一群に分けられ、
現代資本主義国家としてアメリカ、イギリス、西ドイツの国家とともにフランス国家が分析の対象としてあげられて
い
る
。
こ
の
著
作
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
八
三
年
で
あ
り
、
当
時
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
が
成
立
し
て
鉱
大
な
民
主
的
な
改
球
を
批
巡
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
著
作
で
は
ま
こ
と
に
無
雑
作
に
フ
ラ
ン
ス
国
家
を
ア
メ
リ
カ
合
衆
刷
旧
家
と
と
も
に
「
現
代
資
本
主
義
国
家
」
の
一
つ
と
し
て
分
析
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
家
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
家
を
同
一
性格の国家として分析の俎上にのせられるのは、おそらくはそれらの国家の土台をなす経済構造がともに資本主義的
経済構造であるという認識に基づくものであろう。土台が上部構造を規定するという唯物史観の公式によって、両者
はともに「現代資本主義国家」として規定することができるというわけであろう。しかし、ここで留意されなければ
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
成
立
し
て
い
る
政
樋
の
性
格
に
敢
大
な
机
違
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
政
椛
が
反
動
的
な
贋
本
主
義
政
権
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
は
漸
進
的
な
改
革
を
つ
う
じ
て
社
会
主
義
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
社
会
主義政椛であり、両者の川には政権の性格上本質的な違いがあると兇なければならない。また、ともに市場原耶の支
配
す
る
経
済
で
あ
る
と
は
い
え
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の
も
と
で
は
国
有
化
な
ど
一
定
の
改
革
が
進
め
ら
れ
た
し
、
労
働
者
の
経
営
参
加
も
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
民
主
的
改
革
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ギ
リ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
社
会
党
（
社
会
民
主
党
）
が
政
権
を
掌
握
し
て
い
る
国
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。
成
功
も
あ
り
失
敗
も
あり、まさに試行錯誤というべき実験が行われているのである。ところがそれらの試みについて、それは資本主義体
制内の賊的改赦であり質的改革ではない、という理由で否定的に評価する論者が少くない。畑中氏らの蒋作にいみじ
くもそれが露呈されているのであるが、保守党政権下の国家と社会党政権下の国家を同一視するのは現代世界にたい
する認識としてきわめて不十分であり、これでは世界史の発展方向を正確にとらえることはできないであろう。この
小稿に私は現代国家老という大仰なテーマをつけたが、私がここで考察するのは現代世界と肚界史の発展方向を正し
くとらえるために社会党（社会民主党）が政権をとっている国家を現代国家論上どのように位協づけて認識するかと
右の粁作に見られるような、現在地球上に存在する識国家のうち、いわゆる第三世界に凪する国家以外を資本主義
と社会主義の二つの国家群に分ける手法は、「社会主義諸国の共産党・労働者党の宜言」（一九五七年）や「共産党・
労働村党代表打会鍍の亦帆」（一九六○年）などに示された現代世界認滅と共通の肚界認纈から生じたものとみてよ
いであろう。すなわち、モスクワ立司は、現代を「回シァにおける十川社会主雑火球命によってはじまった資本主義
（１）
から社へ云主義への移行」の時代としてとらえ、「現代においては、肚界の発股は正反対の二つの社会体制の競争の経
（２）
過と結果によって決定される」とのべているが、ここでいう「二つの体制」とはいうまでもなく国際共産主義運動の
文献にいう「社会主義体制」と「資本主義体制」のことであって、共産党（労働者党）政権の成立しているソ連、東
欧諸国、中国などの諸国が前者に屈し、共産党以外の政党が政権を担当しているアメリカ、イギリス、西ドイツ、フ
ランス、日本などの諸国が後者に属するとされる。後者に属する国においてかりに社会党（社会民主党）政権が成立
現
代
国
家
老
四
五
いう問題である。
（１）畑中・福井編著『現代同家論』法律文化社二頁。
現
代
国
家
考
四
六
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
資
本
主
義
体
制
内
の
政
権
、
つ
ま
り
資
本
主
義
政
権
で
あ
っ
て
、
保
守
党
政
権
と
「
本
質
」
に
お
いては、かわらないものとみなされる。これは第三インタナショナル以来国際共産主義遮助に一貸した認識であり、
さ
き
に
み
た
畑
中
・
福
井
両
氏
編
の
耕
作
に
も
そ
れ
が
略
襲
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
氏らは、反動的資本主義的政権下のアメリカ合衆国国家と紘新的社会主義的政権の成立しているフランス国家をと
もに「現代資本主義国家」として一括し、そのうえでそれらの国家をつぎのように特徴づけられている。すなわち、
この著作の総論にあたる第一章をみると、「現代資本主義国家」は国家独占資本主義国家であり、川この国家権力は
「独占ブルジョワジー（さらには金融資本）の共同事務を処理する委員会」である、図この国家の基本的役割は全般
的
危
機
に
直
面
し
た
独
占
資
本
主
義
体
制
を
維
持
し
強
化
す
る
こ
と
に
あ
る
、
③
資
本
主
義
の
独
占
段
階
へ
の
移
行
と
と
も
に
民
主
主
義
から政治的反動へと転換した政治的上部構造は、国家独占資本主義の展開とともに政治的反動をますます強化する必
然性をもち、㈹執行権力（行政官僚機構、顕隊・警察・裁判所・検察・刑務所・諜報機関などの沿安軍事機構）の拡
大強化による議会制民主主義の形骸化、⑤マス・メディアの発達とその独占化の進行による国民の思想・信教・言
論
・
表
現
に
た
い
す
る
国
家
統
制
の
強
化
、
精
神
的
日
山
の
体
制
に
よ
る
形
骸
化
、
㈹
労
働
基
本
権
の
形
骸
化
と
労
働
者
階
級
の
体
制
内
への統合・包摂、が進む、とのべられており、とくに議会については、「独占以前には、全体としてのブルジョワ階
級の意志をまとめ、それを国家意志とするには、議会のような国家の統胎機構を媒介としなければならなかった」が、
「独占段階では、ひとにぎりの独占資本によって、たとえば日本における経団連、Ⅱ経述などのような独占溢水家団
（３）
体が結成され、かれらの意志を調整するとともに、その意志を直接に国家の統胎機構に強制する」ようになったため
にその地位は低下し、「議会は独占資本の意志を全国民の意志であるかのように一般化するイデオロギー装置へと
周
知
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
八
一
年
五
月
一
二
日
、
社
会
党
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
が
大
統
領
に
就
任
し
た
。
就
任
演
説
の
な
か
で
か
れ
は
、
国
民
に
向
け
て
、
い
ま
や
一
九
三
○
年
代
の
「
人
民
戦
線
」
と
第
二
次
大
戦
後
の
「
解
放
」
に
続
く
「
長
い
道
樫
の
第
三
段
階
」
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
つ
げ
た
。
六
几
の
総
選
挙
で
圧
勝
し
た
社
会
党
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
し
た
新
政
樵
は
、
組
閣
後
た
だ
ち
に
法
定最低賃金一○％、家族手当二五％、住宅手当一一五％、老令年金一一○％の引上げを行なった。一九八一年一〃の党大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
社
会
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
（
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
の
一
一
○
項
目
提
案
）
に
し
た
が
っ
て
公
共
部
門
で
五
万
四
千
人
の
新
規
雇
用
を
創
出
し
、
低
家
賃
の
住
宅
を
建
設
し
た
。
財
源
の
一
つ
と
し
て
持
ち
家
、
宝
石
な
ど
三
○
○
万
フ
ラ
ン
（
約
一
億
一
一
千
万
円
）
を
越
す
資
産
に
課
税
す
る
爾
裕
税
を
新
設
し
た
。
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の
蛾
も
中
心
的
か
つ
特
徴
的
な
政
現
代
国
家
者
四七
（４）
機
能
転
換
さ
せ
ら
れ
て
い
く
」
と
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
「
現
代
資
本
主
義
国
家
」
の
政
治
的
上
部
構
造
の
特
徴
は
、
政
冷
反
動
の
強
化
と
議
会
制
民
主
主
義
の
形
骸
化
で
あ
る
、
と
ま
こ
と
に
一
面
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
、
現
代
資
本
主
義
の
も
と
で
民
主
主
義
的
な
政
治
制
度
や
精
神
的
自
由
や
労
働
基
本
権
が
す
べ
て
「
形
骸
化
」
し
た
か
の
よ
う
な
右
の
認
識
に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
や
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
新
自
由
主
義
」
と
い
う
妬
の
政
沿
反
一
動
は
明
硴
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
民
主
的
制
度
や
権
利
が
す
べ
て
「
形
骸
化
」
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
こ
の
表
現
は
あ
ま
り
に
も
一
ｍ
的
で
あ
り
、
事
実
に
も
反
し
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
し
て
右
の
よ
う
な
特
徴
づ
け
を
も
つ
国
家
群
の
な
か
に
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
下
の
フ
ラ
ン
ス
国
家
を
入
れ
て
し
ま
う
の
は
、
こ
の
政
権
の
も
と
で
進
め
ら
れ
て
き
た
民
主
的
改
革
に
た
い
す
る
無
関
心
に
よ
る
の
か
そ
れ
と
も
意
図
的
な
無
視
に
よ
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い
か
に
な
ん
で
も
無
茶
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
、
漸
進
的
改
赦
を
体
制
内
改
革
と
し
て
否
定
し
た
第
三
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
認
識
と
ほ
と
ん
ど
違
わ
な
い
こ
と
に
（５）
なる。
国
有
化
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
に
「
公
共
部
門
は
共
同
綱
領
（
一
九
七
二
年
に
社
会
党
、
共
産
党
、
急
進
社
会
党
左
派
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
共
同
政
府
綱
領
）
お
よ
び
社
会
党
綱
領
に
定
め
ら
れ
た
、
国
家
の
融
資
を
受
け
て
い
る
製
鉄
、
兵
器
、
宇
宙
開
発
の
九
グ
ル
ー
プ
の
脚
行
化
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
る
。
偏
川
お
よ
び
保
険
の
国
有
化
を
光
Ｔ
さ
せ
る
」
と
か
か
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
一
年
七
月
に
行
わ
れ
た
モ
ー
ロ
ワ
首
相
の
施
政
方
針
演
説
で
銀
行
と
一
一
大
企
業
グ
ル
１
プ
を
三
段
階
に
分
け
て
二
年
以
内
に
国
有
化
す
る
と
い
う
具
体
的
方
策
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
川
直
ち
に
固
有
化
す
る
企
業
１
１
銀
行
と
マ
ト
ラ
（
有
力
な
兵
器
産
業
）
、
グ
ッ
ソ
ー
（
仏
第
二
位
の
航
空
産
業
）
、
ユ
ジ
ノ
ー
ル
、
サ
シ
ノ
ー
ル
（
と
も
に
鉄
鋼
グ
ル
ー
プ
）
、
②
つ
ぎ
に
、
ロ
ー
ス
・
プ
ー
ラ
ン
（
仏
最
大
の
化
学
会
社
）
、
サ
ン
・
ゴ
パ
ン
（
ガ
ラ
ス
、
建
材
）
、
Ｐ
Ｕ
Ｋ
（
仏
殿
大
の
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
会
社
）
、
Ｃ
Ｇ
Ｅ
（
仏
最
大
の
砿
魅
・
造
船
会
社
）
、
ト
ム
ソ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
（
エ
レ
ク
ト
Ｍ
ニ
ク
ス
会
社
）
、
③
妓
後
に
、
外
囚
資
本
の
参
加
し
て
い
る
Ｃ
ｌ
ｌ
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
・
ブ
ル
（
仏
最
大
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会
社
）
、
Ｉ
Ｔ
Ｔ
フ
ラ
ン
ス
（
通
信
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
会
社
）
、
ル
セ
ル
・
ユ
ク
ラ
フ
（
仏
第二位の化学、薬、叩、化粧ｎ叩会社）、というように、三段階に分けて二年以内に実施するとしたのである。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
有
化
の
歴
史
は
古
い
。
す
で
に
第
一
次
世
界
大
戦
の
と
き
に
戦
時
統
制
策
と
し
て
運
輸
・
金
融
部
門
の
国
有
化
が
行
わ
れ
た
し
、
一
九
二
九
年
恐
慌
の
さ
い
に
は
赤
字
企
業
の
救
済
策
と
し
て
半
官
半
民
企
業
が
登
場
し
た
（
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
、
大
西
洋
汽
船
、
ｍ
Ｉ
ヌ
公
社
）
。
さ
ら
に
一
九
三
六
年
の
人
民
戦
線
内
側
の
も
と
で
は
反
独
占
政
策
の
一
環
と
し
て
軍
需
産
業
と
鉄
道
の
国
有化が行われ、第二次大戦後も経済復興の手段としてルノーやフランス銀行、四大預金銀行、保険、電力、ガス、布
炭
な
ど
の
国
有
化
が
行
わ
れ
た
。
ジ
ス
カ
ー
ル
デ
ス
タ
ン
政
権
時
代
に
も
鉄
鋼
、
原
子
力
の
国
有
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
既
存
の
国
有
化
企
業
に
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
下
で
行
わ
れ
た
国
有
化
企
業
を
あ
わ
せ
る
と
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
公
企
業
は
、
石
炭
、
天
然
ガ
現
代
国
家
考
策は国有化と地方分権である。
国
有
化
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
轡
['リ
八
ス
、
鉄
道
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
郵
仙
、
磁
偏
・
地
話
、
肥
料
な
ど
の
部
門
で
一
○
○
％
、
発
髄
、
航
空
、
銀
行
、
タ
バ
コ
、
鉄
鋼
、
航
空
機
な
ど
で
八
○
％
を
こ
え
て
い
る
（
銀
行
は
預
金
高
、
産
業
は
売
上
高
）
。
こ
の
よ
う
に
経
済
の
基
幹
部
門
で
か
な
り
大
幅
に
国
有
化
が
進
め
ら
れ
、
産
業
全
体
で
公
企
業
の
占
め
る
比
率
は
三
一
一
％
に
達
し
て
い
る
。
新
し
く
国
有
化
さ
れ
た
企
業
を
符
理
す
る
理
珈
会
は
、
政
府
、
従
業
員
、
消
費
者
・
有
識
者
の
三
者
か
ら
な
り
、
｜
般
企
業
で
は
そ
れ
ぞ
れ
六
、
七
、
玉
名
、
金
融
機
関
で
は
同
数
の
各
五
名
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
変
本
家
が
い
な
く
な
り
、
労
働
肴
の
経
撒
参
加
が
大
き
く
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
経
済
社
会
の
新
た
な
発
展
の
た
め
に
、
国
有
化
政
策
と
と
も
に
函
視
さ
れ
た
の
が
地
方
分
権
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
以
来
強
度
な
中
央
錐
権
制
で
あ
っ
て
、
地
力
自
胎
は
極
端
に
制
限
さ
れ
て
い
た
．
内
務
行
の
推
臓
を
う
け
、
大
統
恢
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
県
知
事
が
絶
大
な
権
限
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
い
、
法
律
・
政
令
を
実
施
し
、
条
例
・
規
則
を
制
定
す
る
、
。
、
道
路
・
病
院
な
ど
の
施
設
悴
班
、
公
衆
衛
生
、
桁
安
維
持
、
教
育
な
ど
の
一
般
行
政
事
務
を
行
な
い
、
行
政
珈
務
遂
行
に
必
要
な
司
法
瀞
察
権
を
も
つ
、
口
財
政
支
川
の
権
限
を
も
つ
、
㈹
県
議
会
の
議
案
を
提
出
し
、
議
会
の
停
会
、
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
、
な
ど
）
。
こ
れ
に
た
い
し
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
椎
が
国
民
識
会
に
提
案
し
、
一
九
八
二
年
三
川
に
成
立
し
た
「
市
町
村
、
肌
、
地
域
闇
の
椛
利
と
向
山
に
関
す
る
法
」
は
、
県
知
事
の
巨
大
な
監
督
権
、
拒
否
権
を
廃
止
し
、
知
事
の
名
称
も
共
和
国
委
員
（
コ
ミ
ッ
サ
ー
と
に
変
更
し
た
。
か
れ
は
、
軍
事
、
司
法
、
徴
税
、
教
育
な
ど
を
の
ぞ
く
囚
の
各
樋
行
政
事
務
を
代
表
す
る
が
、
実
際
上
は
囚
と
地
力
日
船
体
の
述
絡
役
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
さ
れ
、
県
の
行
政
執
行
権
は
、
住
民
に
よ
っ
て
直
接
選
出
さ
れ
た
県
会
議
長
が
行
使
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
県
は
行
政
区
画
か
ら
真
の
地
力
脚
沿
体
に
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
レ
ジ
オ
ン
も
完
全
な
自
給
体
と
な
り
、
都
市
計
阿
は
市
町
村
、
社
会
活
剛
（
社
会
保
障
、
医
療
保
険
、
公
共
住
宅
）
は
県
、
経
済
活
動
（
開
発
計
画
、
雇
用
問
題
、
国
士
整
備
）
は
レ
ジ
オ
ン
が
担
当
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
各
級
の
、
治
体
の
権
限
も
明
確
化
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
分
権
化
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
集
権
的
国
家
構
造
を
大
幅
に
改
披
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
現
代
国
家
考
四九
現
代
国
家
券
五
○
有
化
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
、
経
済
、
社
会
の
民
主
的
改
革
に
大
き
な
役
割
を
は
た
す
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
筋
単
に
概
観
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の
政
簸
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
民
主
主
義
の
発
展
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
や
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
反
動
的
政
策
と
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
の
政
策
は
、
直
接
社
会
主
義
政
策
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
社
会
主
義
の
実
現
を
展
望
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
（６）
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
権
の
も
と
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
国
家
を
ア
メ
リ
カ
国
家
と
同
一
視
し
、
さ
き
に
紹
介
し
た
特
徴
を
も
つ
国
家
独
占
資
本
主
義
国
家
と
し
て
と
ら
え
る
の
は
ど
う
み
て
も
無
理
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
こ
の
国
家
を
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
？
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ま
ず
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
よ
る
社
会
変
革
と
現
代
の
高
度
に
発
達
し
た
資
本
主
義
国
に
お
け
る
社
会
変
革
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
（
５
）
こ
の
著
作
で
「
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
論
」
を
担
当
さ
れ
て
い
る
玉
村
博
己
氏
は
、
「
現
在
で
は
１
１
口
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
よ
り
も
１
－
ｍ
ソ
シ
ァ
リ
ズ
ム
と
い
う
用
語
の
使
川
が
見
ら
れ
る
ほ
ど
ミ
ッ
テ
ラ
ン
社
会
党
政
権
の
出
現
は
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
の
主
張
す
る
自
主
符
理
社
会
主
義
に
お
け
る
『
国
家
論
』
の
研
究
が
、
こ
れ
ま
で
の
先
進
国
革
命
論
と
同
様
に
砿
要
性
を
畑
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
自
主
管
理
社
会
主
義
が
、
『
ソ
連
型
社
会
主
義
』
と
は
異
な
る
社
会
主
義
を
展
望
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
（
前
掲
書
一
五
六
頁
）
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
小
橋
の
視
点
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
は
し
が
き
」
、
総
論
の
内
容
と
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
うに思われる。
（１）石堂》
（２）同上。
（３）畑中・編井』
（４）同上二三頁。
畑中・編井前掲聾一○～一五頁。
石
堂
滅
倫
編
『
現
代
革
命
と
反
独
占
闘
争
』
合
同
川
版
二
九
一
頁
。
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
『
現
代
国
家
論
』
の
著
者
た
ち
が
「
現
代
社
会
主
義
国
家
」
と
し
て
分
析
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
ソ
連
、
、
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
現
存
社
会
主
義
の
国
家
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
囚
の
社
会
主
投
赦
命
と
社
会
主
誕
述
設
を
脂
翻
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
レ
ー
ニ
ン
の
皿
論
で
あ
る
が
、
そ
の
付
子
は
大
要
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
．
川
自
由
競
争
の
支
配
す
る
資
本
主
義
は
一
八
六
○
年
か
ら
七
○
年
ご
ろ
に
発
展
の
頂
点
を
迎
え
、
十
九
世
紀
の
終
り
か
ら
二
○
世
紀
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
お
も
な
盗
本
主
義
側
で
は
独
占
斑
本
が
経
済
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
（６）ミッテラン政権下で行われた国有化は従来の社会主義論にいう生産手段の私的所有の廃止、その国有化というような
も
の
で
は
な
い
。
国
民
議
会
に
提
川
さ
れ
た
阿
灯
化
法
案
の
趣
后
説
明
で
は
、
「
公
共
部
門
の
発
展
が
こ
れ
ま
で
フ
ラ
ン
ス
経
済
発
展
に
と
っ
て
決
定的な婆川の一つであったこと、およびその拡大が経済危機に対処する上で不可欠であること」が川何化の剛山としてあげら
れており、モーⅦワ汁棚も生産性の向上がⅡ的であることを端的に諮っている。しかし、ミッテラン政樅が恥にフランス経済
の活性化のためにだけ国有化政筑を進めたとみるのは不十分である。なぜなら、一九七二年三川の全凶協議会で決定された
『生き方を変えようＩ社会党綱緬』に、「公的セクターの仙人」は「Ｎ比紐済の方向つけを行なう伽力な手段」であり、「Ⅷ
貨川川備限」をもつ銀行部門の「即時旧汀化」は「絲済の災期的な方向づけ、成災の方向つけを溶易にする」、「独占を攻繋し、
わ
が
国
の
経
済
の
朏
幹
セ
ク
タ
ー
に
社
会
化
を
徐
々
に
拡
大
す
る
こ
と
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
し
か
も
、
こ
の
社
会
化
を
様
々
な
形
態
（
脚
有
化
、
市
有
化
、
あ
る
い
は
協
同
組
合
化
）
で
行
な
う
こ
と
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
党
は
、
生
産
関
係
の
変
砧
、
し
た
が
っ
て
、
労
働
稀
の
生
活
論
条
件
の
変
球
に
不
可
欠
の
手
段
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
」
（
葉
山
汎
『
ｎ
兆
符
邸
と
社
会
主
義
』
現
代
の
理
論
社
）
と
響
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
公
的
セ
ク
タ
ー
の
拡
大
は
ま
さ
に
戦
略
的
に
提
起
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
現
代
同
家
考
一一
五
一
現
代
国
家
老
五二
れ
ら
の
資
本
主
義
列
強
は
、
資
本
の
輸
川
、
国
際
独
占
体
に
よ
る
世
界
支
配
、
世
界
市
場
の
経
済
的
分
劉
と
植
氏
地
独
得
を
め
ざ
し
て
狂
奔
し
た
。
ド
イ
シ
の
よ
う
に
遅
れ
て
資
本
主
義
に
な
っ
た
が
一
九
世
紀
末
重
化
学
工
業
を
中
心
に
急
激
な
発
展
を
と
げ
た
国
は
、
一
一
○
世
紀
に
は
い
っ
て
植
民
地
称
分
割
競
争
に
加
わ
り
、
そ
の
あ
げ
く
の
果
て
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
。
こ
の
帝
国
主
義
戦
争
は
社
会
主義革命の主体的・容観的条件を成熟させた。
②
国
家
は
、
経
済
的
に
支
配
す
る
階
級
が
被
支
配
階
級
を
搾
取
・
抑
圧
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
り
、
常
備
軍
と
警
察
と
が
国
家
権
力
行
使
の
お
も
な
道
具
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
に
特
有
な
中
央
集
権
的
国
家
機
構
に
と
っ
て
特
徴
的
な
も
の
は
官
僚
制
度
と
常
備
軍
で
あ
る
が
、
帝
囚
主
義
の
時
代
に
お
い
て
は
も
っ
と
も
、
山
な
共
和
制
の
図
に
お
い
て
さ
え
、
プ
ｕ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
た
い
す
る
弾
圧
の
伽
化
と関連して国家機構の異常な強化、その官僚的・軍事的機構の前代未聞の成長がある。そのため、アメリカ、スイス、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
議
会
主
義
の
国
に
お
い
て
も
、
議
会
で
は
「
庶
民
」
を
あ
ざ
む
く
た
め
の
お
し
や
。
ヘ
リ
が
行
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
真
の
国
家
汲
励
は
名
省
の
腐
房
や
参
謀
本
部
が
行
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
帝
国
主
義
の
段
階
に
お
い
て
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
の
樹
立
は
暴
力
革
命
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
官
僚
的
・
淑
事
的
国
家
機
構
を
武
装
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
暴
力
に
よ
っ
て
粉
砕
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
粉
砕
し
た
旧
来
の
国
家
機
構
に
か
わ
っ
て
笠
場
す
る
の
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
（
ソ
ビ
エ
ト
）
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ー
ン
こ
そ
労
働
者
階
級
解
放
の
新
し
い
政
沿
形
態
で
あ
り
、
安
本
主
義
か
ら
共
産
主
義
（
共
産
主
義
の
第
一
段
階
と
し
て
の
社
会
主
義
）
へ
の
過
渡
期
に
成
立
す
る
こ
の
国
家
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
国
家
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
１
ニ
ン
は
、
旧
来
の
国
家
機
構
の
暴
力
に
よ
る
粉
砕
と
労
働
者
階
級
の
新
し
い
国
家
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
の
創
設
を
主
張
し
た
。
二
○
阯
紀
初
頭
の
回
シ
ア
で
は
、
シ
γ
ｌ
の
専
制
支
配
の
も
と
で
向
山
な
政
治
活
動
は
許
さ
れ
ず
、
労
働
者
、
農
民
の
政
胎
参
加
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。
労
働
者
や
農
民
に
帝
国
議
会
へ
の
投
票
権
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
主
の
一
票
は
労
働
者
の
五
四
○票、農民の二六○票に相当するという極端な差別選挙が行われており、そのために政治参加は事実上はばまれてい
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
議
会
へ
の
参
加
が
事
実
上
拒
否
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
「
で
き
あ
い
の
国
家
槻
構
」
を
利
用して社会主義を実現する道を放棄し、労働者、農民の新しい権力機構（ソビエト）を別に新しく組織すること、そ
のためにまず暴力装置からなる旧来のブルジョア国家機構を武力で粉砕しなければならないと主張した。そしてソビ
エ
ト
と
い
う
政
冷
形
態
の
も
と
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
を
行
な
い
、
社
会
主
義
社
会
を
う
ち
た
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
議
会
制
度
の
本
質
は
支
配
階
級
の
ど
の
成
員
が
議
会
で
人
氏
を
抑
圧
し
、
踏
み
に
じ
る
べ
き
か
を
数
年
に
一
度
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
議
会
主
義
を
徹
底
的
に
排
撃
し
た
。
カ
ウ
ッ
キ
ー
の
「
わ
れ
わ
れ
の
政
治
闘
争
の
Ｈ
標
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
離
会
内
の
多
数
を
猶
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
家
樵
力
を
た
た
か
い
と
る
こ
と
で
あ
り
、
議
会
を
政
（１）
府
の
主
人
に
た
か
め
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
議
会
主
義
的
主
張
に
た
い
し
て
、
「
純
然
た
る
、
卑
俗
き
わ
ま
る
Ⅱ
和
兄
主
義
」
で
あ
る
、
、
、
、
、
と
激
し
く
非
難
し
、
「
革
命
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
『
行
政
装
置
」
と
全
国
家
装
置
と
を
破
壊
し
て
、
そ
れ
を
武
装
し
た
労
働
者
か
（２）
ら
な
る
新
し
い
装
悩
に
よ
っ
て
お
き
か
え
る
こ
と
に
あ
る
」
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
レ
ー
ニ
ン
の
国
家
と
革
命
に
か
ん
す
る
理
論
は
、
そ
の
主
署
の
一
つ
で
あ
る
『
国
家
と
革
命
』
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
国
家
学
説
を
帝
国
主
義
段
階
や
革
命
的
過
渡
期
に
ど
の
よ
う
に
適
用
す
る
か
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
に
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あり、「できあいの国家構構」の粉砕という立場から議会主義を徹底的に批判したものであった。第三インタナショ
ナ
ル
は
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
議
会
を
つ
う
じ
て
の
社
会
主
義
へ
の
平
和
的
移
行
を
完
全
に
否
定
し
た
。
「
帝
国
主
義
の
条
件
の
も
と
で
は
、
議会は、帝国主義の荒廃、強奪、暴行、略奪、破壊をまえにしての嘘、欺臓、暴力、無気力なおしゃべりの用具の一
つに変ってしまった。系統的でも、恒久的でも、計阿的でもなくなった雛会的改良は、勤労大衆にとっていっさいの
現
代
国
家
老
五
＝二
一
現
代
国
家
考
五四
実践的意義を失っ（屯」おり、「国家制度としての議会主義は、ブルジョアジーの『民主的な』支配形態となった。ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
一
定
の
発
展
段
階
に
お
い
て
は
人
氏
代
議
機
関
と
い
う
擬
制
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
、
外
耐
的
に
は
超
階
級
的
な
（４）
『
民
意
』
の
組
織
と
し
て
現
わ
れ
る
が
、
木
質
上
は
支
配
的
な
資
本
の
手
に
に
ぎ
ら
れ
た
弾
圧
と
抑
圧
の
川
具
で
あ
る
」
、
し
た
が
っ
て
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
任
務
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
国
家
機
構
を
爆
破
し
、
そ
れ
を
破
壊
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
共
和
制
の
そ
れ
と
、
（５）
立憲君主制のそれとを問わず、識〈玄施設を破壊」しなければならないとしたのである。
、
、
現
←
何
社
会
主
義
国
で
行
わ
れ
た
革
命
は
、
具
体
的
な
政
沿
過
樫
の
う
え
で
は
も
ち
ろ
ん
多
様
で
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
も
っ
て
い
る
が
、
離
本
的
な
点
で
は
右
の
レ
ー
ニ
ン
の
理
論
を
指
針
と
し
て
推
進
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た
と
え
ぱ
い
シ
ア
で
は
、
労
働
者
、
磯
民
、
兵
士
の
武
装
蜂
起
に
よ
っ
て
旧
権
力
が
打
倒
さ
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
権
力
の
も
と
で
中
央
集
権
型
の
社
会
主
義
経
済
が
き
わ
め
て
短
期
間
に
組
織
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
と
革
命
に
よ
っ
て
旧
秩
序
が
全
面
的
に
崩
壊
す
る
な
か
で
、
一
九
一
七
年
二
月
に
土
地
が
国
有
化
さ
れ
、
一
八
年
の
春
ま
で
に
鉱
山
、
給
金
、
苑
地
、
繊
維
、
糀
鮒
の
生
藤
手
段
が
没
収
さ
れ
た
。
銀
行
と
外
国
貿
易
も
囮
有
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
年
の
夏
に
は
石
油
企
業
ほ
か
私
人
の
手
に
戒
っ
て
い
た
大
企
業
の
す
べ
て
が
国
有
化
さ
れ
、
年
末
ま
で
に
外
側
銀
行
も
国
有
化
さ
れ
て
い
る
。
政
治
革
命
後
一
年
と
い
う
短
期
間
に
基
幹
部
門
の
大
企
業
の
全
面
的
な
国
有
化
が
進
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
一
九
二
一
年
二
月
に
は
ゴ
ス
プ
ラ
ン
（
国
家
計
画
委
員
会
）
が
す
で
に
計
画
の
準
備
作
業
を
開
始
し
て
い
る
。
第
一
次
五
ヵ
年
計
画の実施までには一○年の歳月を要したとはいえ、新しい経済構造の構築という大事業からすればまことに短期側の
達成であったということができよう。戦争と武力莱命にひきつぐ内戦によるⅢ秩序の崩壊という客観的条件と、レー
ニ
ン
の
ひ
き
い
る
ソ
ビ
エ
ト
共
産
党
の
強
力
な
指
導
に
よ
っ
て
、
き
わ
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
生
産
手
段
の
全
面
的
国
有
化
と
新
し
い
タ
イ
プ
の
中
央
集
権
的
経
済
構
造
の
創
出
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
直
後
東
欧
諸
国
で
行
わ
れ
た
革
命
で
は
議
会
的
手
段
が
利
川
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
こ
で
は
レ
ー
ニ
ン
の
理
論
が
そ
の
ま
ま
実
践
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
川
椛
力
槻
榊
が
武
力
（
東
欧
の
場
合
ソ
連
顕
に
よ
る
解
放
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
）
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
、
プ
回
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
権
力
の
も
と
で
ソ
連
タ
イ
プ
の
中
央
集
権
的
経
済
構
造
が
創
出
さ
れ
た
と
い
う
点
は
い
ず
れ
も
共
通
し
て
お
り
、
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
レ
ー
ニ
ン
の
理
論
に
導
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
現
在
の
先
進
資
本
主
義
国
に
お
け
る
社
会
変
革
は
、
ソ
述
や
東
欧
と
は
異
っ
た
条
件
の
も
と
で
行
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
ソ
連
や
東
欧
の
よ
う
な
帝
国
主
義
戦
争
後
の
提
乱
の
な
か
で
達
成
さ
れ
る
変
革
で
は
な
い
。
世
界
戦
争
を
阻
止
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
変
革
で
あ
る
以
上
、
こ
の
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
武
力
に
よ
っ
て
Ⅲ
椛
力
が
一
挙
に
打
倒
さ
れ
る
な
か
で
逮
成
さ
れ
る
変
球
で
も
な
い
。
現
代
の
先
進
国
の
社
会
変
革
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
確
立
、
雑
木
的
人
椛
の
聰
砿
と
い
う
条
件
の
も
と
で
行
わ
れ
る
変
革
で
あ
っ
て
、
改
革
を
の
ぞ
む
社
会
勢
力
が
国
会
選
挙
－
１
あ
る
い
は
大
統
領
選
挙
と
国
会
選
挙
１
１
で
勝
利
を
お
さ
め
、
内
側
を
紐
織
し
、
選
挙
の
と
き
に
か
か
げ
た
公
約
を
着
実
に
実
行
し
な
が
ら
、
国
民
の
合
意
の
も
と
に
一
歩
一
歩
一
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
改
革
を
か
ち
と
っ
て
い
く
変
赦
で
あ
る
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
レ
ー
ニ
ン
は
、
議
会
主
義
を
排
齢
し
て
止
ま
な
か
っ
た
が
、
今
日
で
は
そ
の
議
会
主
義
に
よ
る
社
会
変
革
が
追
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
の
国
家
論
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
や
地
主
が
勿
働
打
や
磯
民
を
拙
取
・
抑
圧
す
る
た
め
の
遊
具
で
あ
っ
た
。
当
時
の
皿
シ
ァ
で
は
、
国
家
を
組
織
す
る
の
は
ツ
ア
ｌ
を
中
心
と
す
る
斑
本
家
階
級
や
地
主
で
あ
り
、
労
働
者
や
農
民
は
政
給
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
。
被
搾
取
附
級
を
抑
圧
す
る
国
家
機
関
に
被
搾
取
階
級
が
参
加
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
そ
も
そ
も
背
理
で
あ
っ
た
。
参
加
の
場
を
剛
さ
れ
て
い
る
以
上
、
労
働
者
や
農
民
は
社
会
の
主
人
公
に
な
る
た
め
に
は
別
の
と
こ
ろ
に
参
加
の
場
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
述
の
よ
う
に
そ
れ
が
ソ
ビ
エ
ト
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
の
先
進
資
本
主
義
国
で
は
、
議
会
を
つ
う
じ
て
国
民
の
政
沿
的
統
合
が
行
わ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
勤
労
国
民
は
識
現
代
国
家
考
Ⅲ
几
現
代
国
家
湾
五六
会
を
は
じ
め
と
す
る
国
家
機
構
に
直
接
・
間
接
に
参
加
し
、
保
守
勢
力
と
対
決
し
な
が
ら
み
ず
か
ら
の
要
求
の
実
現
を
は
か
っ
て
い
く
。
今
日
の
議
会
制
民
主
主
義
の
も
と
で
は
、
資
本
家
略
級
や
地
主
の
政
冷
代
表
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
階
級
や
膿
氏
、
新
川
中
川
肘
の
政
冷
代
表
、
さ
ら
に
は
宗
教
界
の
代
表
も
議
会
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
を
貨
徹
す
る
た
め
に
議
会
の
場
で
争
う
。
利
審
の
対
立
す
る
諸
階
級
・
諸
階
屑
の
政
沿
代
表
が
と
も
に
議
会
を
組
織
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
簸
を
実
現
す
る
た
め
に
争
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
今
Ⅱ
で
は
普
通
選
挙
権
の
実
現
に
よ
っ
て
国
民
が
「
同
権
」
化
し
、
議
会
が
諸
階
級
・
諸
階
層
の
政
沿
闘
争
の
主
戦
場
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
現
在
、
先
進
資
本
主
義
国
で
は
社
会
党
（
社
会
民
主
党
）
は
も
と
よ
り
、
１
－
口
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
共
箙
党
も
議
会
を
つ
う
じ
て
の
変
革
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
議
会
制
民
主
主
義
に
よ
る
か
ぎ
り
、
当
然
複
数
政
党
制
が
認
め
ら
れ
、
政
権
交
代
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
よ
る
共
産
党
の
一
党
制
（
東
欧
に
複
数
政
党
の
存
在
す
る
国
が
あ
る
が
共
（６）
産
党
以
外
の
党
は
共
産
党
と
同
権
で
は
な
い
）
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
は
放
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
１
－
皿
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
諸
党
が
、
結
社
の
自
由
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
複
数
政
党
制
を
認
め
（
ソ
連
・
東
欧
で
は
結
社
の
自
由
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
）
、
政権交代を認めることによってプ回レタリアート独裁を否定したのはまことに当然のことといってよいであろう。議
会
的
変
革
の
場
合
は
、
政
権
交
代
を
も
た
ら
す
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
選
挙
民
で
あ
る
。
選
挙
民
が
議
会
選
挙
を
つ
う
じ
て
政
権
政
党
を
選
択
す
る
の
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
国
家
に
お
け
る
よ
う
に
前
衛
政
党
、
指
導
政
党
が
政
輪
方
向
を
決
定
す
る
わ
け
で
は
なへ
い､Ｚ
。
（８）
、
、
以上見てきたように、現在までのＤどころ社会主義への道は一一つある。一つは現存社会主義囚がたどったソビエト型
の
社
会
主
義
へ
の
道
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
今
日
先
進
資
本
主
義
図
で
追
求
さ
れ
て
い
る
議
会
型
の
社
会
主
義
へ
の
道
で
あ
る
。
い
ず
れ
の場合も社会主義を実現するための政権がまず登場するが、それぞれの政権の性格、機能、安定度には大きな違いが
あ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
型
の
場
合
に
は
武
力
蛾
命
に
よ
っ
て
川
椛
力
と
Ⅲ
秩
序
は
一
掃
さ
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
政
椛
の
も
と
で
急
速
に
中
央
集
権
型
の
計
画
経
済
が
つ
く
ら
れ
る
。
政
権
交
代
を
認
め
な
い
の
で
安
定
度
は
高
い
。
そ
れ
に
た
い
し
て
議
会
型
の
場
合
に
は
、
Ⅲ
政
沿
・
経
済
榊
造
と
社
会
秩
序
を
ひ
き
つ
い
だ
う
え
で
改
姉
に
読
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社
会
主
義
政
椛
は
成
立
し
て
も
、
当
初
の段階では立法・行政・司法の各機関、軍事・警察機構、財界、マスコミ・文化・思想・教育界には依然として大小
の
反
対
勢
力
が
存
在
す
る
。
そ
う
い
う
条
件
の
も
と
で
は
、
一
挙
に
新
し
い
経
済
構
造
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
。
国
民
の
合
意
を
得
て
、
長
期
に
わ
た
る
部
分
的
な
改
革
を
蓄
積
し
な
が
ら
新
し
い
タ
イ
プ
の
経
済
構
造
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
今
Ⅱ
の
よ
う
に
政
桁
的
・
経
済
的
諸
槻
榊
が
す
べ
て
複
雑
な
国
際
的
・
国
内
的
側
迎
の
な
か
で
機
能
し
て
い
る
と
き
に
は
、
政
簸
撰
択
に
も
一
定
の
制
約
が
あ
る
。
政
椛
を
と
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
一
挙
に
改
茄
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
慎
攻
さ
を
欠
い
た
性
急
な
改
革
は
、
政
桁
的
・
経
済
的
・
社
会
的
混
乱
を
ひ
き
お
こ
し
、
国
民
生
活
に
多
大
の
悪
影
騨
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
そ
の
結
采
、
社
会
主
義
政
椛
は
成
果
を
あ
げ
え
な
い
ま
ま
国
民
の
支
持
を
失
っ
て
政
椛
政
党
の
地
位
を
追
わ
れ
る
こ
と
も
起
り
う
る
。
ま
し
て
、
先
進
国
で
は
商
学
歴
化
し
、
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
選
挙
民
が
噸
え
て
く
る
。
砿
間
た
る
社
会
主
義
的
イ
デ
オ
Ⅶ
ギ
ー
の
保
持
者
は
い
ま
や
少
数
派
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
☆
の
政
策
に
よ
っ
て
政
党
を
選
ぶ
人
び
と
が
噸
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
政
椛
の
安
定
度
は
プ
い
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
政
権
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
低
い
。
社
会
主
義
政
椛
が
一
定
の
成
来
を
あ
げ
た
と
し
て
も
、
選
挙
に
敗
北
し
政
椛
交
代
が
行
わ
れ
れ
ば
、
改
革
の
成
果
が
灰
艦
に
帰
し
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
議
会
型
社
会
主
義
の
道
は
一
筋
道
で
は
な
い
。
第
二
次
大
戦
後
の
今
川
で
は
、
か
っ
て
レ
ー
ニ
ン
に
よ
っ
て
日
和
兇
主
雑
と
し
て
き
び
し
く
断
罪
さ
れ
た
こ
の
議
会
型
の
社
会
主
義
の
道が先進国の社会主義政党のほとんどによって追求されており、その方式で政権を獲得したのがフランス社会党であ
った。その意味でミッテラン政椛は、先進国に共通の雛会主義的社会主義政椛であると規定することができよう。
現
代
国
家
考
五七
（３）
（４）
（５）
（
２
）
同
上
一
六
○
頁
。
（６）東欧にはたしかに複数政党の存在する国がある。ポーランドを例にとると、統一労働者党以外に統一農民党と民主党の一一
つが存在する。しかし、統一労働者党が「社会主義建設における社会の指導的政治力」（ポーランド人民共和国憲法第三条）
であり、他の二党は国民統一戦線に参加する党であって統一労働者党と対等ではない。東独の場合も社会主義統一党が指導党
で
あ
り
、
そ
の
他
の
四
党
は
そ
の
指
導
の
も
と
に
あ
る
。
（７）拙著『現代国家と民主的変革』（ありえす書房）の第二部第一章「現代の変革と議会制民主主義」、第二章「レーニン主義
と
先
進
国
革
命
論
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
現
代
国
家
考
五八
（１）『国家と革命』湯波文庫一六五頁。なお、カウッキーの主張を簡単に紹介すると、かれは革命が「物的暴力」によって行
われるということについては一例外（ロシア）しか認めていなかった。すなわち、「……プロレタリアートの革命闘争におい
て
は
、
軍
事
的
方
法
が
用
い
ら
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
闘
争
に
く
ら
べ
て
、
経
済
的
立
法
的
及
び
道
徳
的
圧
力
の
方
法
が
物
的
方
法
す
な
わ
ち
軍
事
的方法に勝るであろう、ということは全くありうべきことだ、と。なぜ来るべき革命闘争が軍事的手段によって決着つけられ
ることが滅多にないと言えるかの一つの理由は、今日の国家がもっている武装が、『市民』の意のままになる武器に較べて、
全
く
優
勢
で
お
は
な
し
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
市
民
の
い
か
な
る
反
抗
も
一
般
に
最
初
か
ら
見
込
み
が
な
く
さ
れ
て
い
る
と
い
う点である。……これに反して、今日革命的諸階層にとっては、一八世紀のものよりも、経済的政治的及び道徳的反抗という
もっと立派な武器が自由に使いうる。ただロシアだけはその一例外である。団結の自由、出版の自由、及び普通選挙権……は、
近代国家のプロレタリアートが、ブルジョアジーの革命闘争を闘い抜いた階級にくらべて、有利にもっている武器なのである
が、……」（『権力への道』世界大思想全集、阿山書房二二二－一一二三頁）と。このようにカゥッキーは議会をはじめとする
民主主義的諸制度の利用を説いたが、武力革命の立場にたつレーニンはそれを「日和見主義」と批判したのである。
同
上
同
上 「共産主義と議会主義についてのテーゼ」（『コミンテルン資料集』Ｉ大月書店二二一一一頁）。
Ⅲ
上
二
二
四
頁
。
社
会
主
義
的
経
済
関
係
は
、
資
本
主
義
経
済
の
な
か
で
自
然
発
生
的
に
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
ず
社
会
主
義
の
実
現
を
め
ざ
す
政
権
が
成
立
し
、
そ
の
政
椛
の
も
と
で
社
会
主
義
的
経
済
構
造
が
川
Ⅲ
さ
れ
て
い
く
。
倒
家
的
上
部
構
造
の
変
化
が
先
行
し
、
脚
家
椛
力
、
、
の働きかけによってその政権のめざす社会主義的経済構造が構築されていくのである。現存社会主義の場合は、プロ
レタリアート独裁の政権のもとで中央集権的な社会主義的経済構造が急速に創出された。
議
会
型
の
場
合
も
、
ま
ず
社
会
主
綻
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
政
椛
が
成
立
す
る
。
こ
の
政
椛
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
経
済
側
係
の
改
革
が
進
め
ら
れ
る
。
こ
の
改
革
は
Ⅲ
構
造
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
の
、
Ⅲ
勢
力
の
抵
抗
を
受
け
な
が
ら
の
改
砿
で
あ
る
か
ら
一
挙
に
は
進
ま
な
い
。
そ
こ
で
、
上
部
構
造
は
社
会
主
義
的
な
も
の
に
変
化
し
て
い
る
の
に
土
台
は
な
お
資
本
主
義
的
で
あ
る
と
い
う
不
照
応
関
係
が
発
生
す
る
。
土
台
が
上
部
構
造
を
規
定
す
る
と
い
う
公
式
に
と
ら
わ
れ
た
船
底
体
制
還
元
主
維
的
発
旭
の
持
主
は
、
こ
の
不
照
応
関
係
を
み
ず
、
土
台
が
溢
水
主
義
的
で
あ
れ
ば
上
部
櫛
造
も
必
然
的
に
資
本
主
義
的
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
槻
械
的
に
ひ
き
だ
す
の
で
あ
る
が
、
漸
進
的
改
革
の
さ
い
に
生
ず
る
こ
の
不
照
応
関
係
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
改革が進むにつれて資本主義的経済関係はコント、ｌルされ、誘導的計画と制御された市場を有機的に統一した新
し
い
タ
イ
プ
の
社
会
主
義
的
経
済
構
造
に
変
化
し
て
い
く
に
し
て
も
、
か
な
り
催
期
に
わ
た
っ
て
二
つ
の
経
済
関
係
が
共
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
漸
進
的
改
革
で
あ
る
た
め
に
、
社
会
主
義
的
上
部
構
造
に
土
台
が
照
応
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
的
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
チ
リ
の
ア
ジ
ェ
ン
デ
政
権
の
悲
劇
的
経
験
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
勢
力
が
現
代
同
家
考
五
九
（
８
）
第
三
世
界
諸
国
の
社
会
主
義
の
道
は
多
様
か
つ
複
雑
で
あ
り
、
内
戦
に
よ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
一一一
現
代
国
家
湾
，
六
○
国
家
椛
力
の
一
部
を
掌
握
し
保
守
勢
力
が
他
の
一
部
を
鍬
握
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
（
チ
リ
で
は
、
政
権
末
期
に
は
行
政
権
は
人
氏
迎
合
、
立
法
権
、
司
法
権
、
軍
隊
は
保
守
勢
力
が
に
ぎ
っ
て
い
た
）
、
一
種
の
二
重
権
力
的
状
況
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
の
場
合
も
司
法
権
が
保
守
勢
力
に
握
ら
れ
て
い
て
、
国
有
化
に
た
い
す
る
憲
法
判
断
の
さ
い
に
一
定
の
障
害
を
な
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
議
会
で
多
数
を
占
め
て
内
閣
を
組
織
し
た
社
会
主
義
勢
力
は
、
土
台
の
改
革
と
と
も
に
司
法
、
軍
事
、
教
育
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
機
構
を
ふ
く
む
国
家
機
構
全
体
の
改
革
に
も
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
節
で
わ
れ
わ
れ
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
を
議
会
主
義
的
社
会
主
義
政
権
で
あ
る
と
規
定
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
政
権
は
、
脚
有
化
や
分
権
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
が
め
ざ
し
て
（１）
い
る
自
主
管
理
社
〈
琴
主
義
の
条
件
も
国
有
化
と
分
権
化
で
一
歩
前
進
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
政
権
に
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
国
有
化
に
さ
い
し
て
は
、
さ
き
に
の
ぺ
た
よ
う
に
憲
法
評
議
会
の
違
憲
裁
決
を
受
け
て
内
容
上
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
し
、
実
現
さ
れ
た
国
有
化
企
業
の
業
統
は
予
期
さ
れ
た
よ
う
に
は
上
っ
て
い
な
い
。
労
働
者
の
絲
憐
参
加
は
、
経
験
不
足
も
手
伝
っ
て
実
質
的
に
成
果
を
あ
げ
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
経
済
政
策
に
つ
い
て
い
え
ば
、
当
初
失
業
問
題
解
決
を
優
先
さ
せ
、
公
共
支
出
と
消
費
支
出
の
増
大
に
よ
る
景
気
刺
激
政
策
を
と
っ
た
も
の
の
、
や
が
て
イ
ン
フ
レ
と
貿
易
赤
字
対
策
に
亟
点
を
お
く
緊
縮
政
策
に
転
換
し
、
物
価
と
賃
金
の
凍
結
、
外
貨
交
換
・
外
国
旅
行
の
制
限
、
社
会
保
障
掛
金
の
引
上
げ
、
ガ
ス
・
交
通
澱
・
脳
話
料
金
の
航
上
げ
な
ど
、
勤
労
側
民
に
耐
乏
を
強
い
る
政
治
を
行
う
こ
と
に
も
な
っ
た
。
武
器
輸
出
や
核
実
験
を
継
続
し
、
き
び
し
い
国
際
的
批
判
を
あ
び
た
。
教
育
改
球
に
失
敗
し
、
鉄
鋼
を
中
心
と
す
る
産
業
再
編
成
で
も
労
働
者
の
抵
抗
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
今
年
三
月
に
行
わ
れ
る
国
民
議
会
選
挙
で
は
、
社
会
党
の
敗
色
は
濃
厚
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国
民
議
会
選
挙
に
向
け
て
保
守
の
二
大
政
党
、
共
和
国
連
合
（
Ｒ
Ｐ
Ｒ
）
と
フ
ラ
ン
ス
民
主
連
合
（
Ｕ
Ｄ
Ｆ
）
が
『
共
同
統
治
の
た
め
の
綱
領
』
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
国
有
企
業
の
民
営
化
の
た
め
の
基
本
法
の
制
定
（
銀
行
、
重
工
業
の
民
営
化
）
、
価
格
・
為
替
取
引
・
外
国
か
ら
の
投
資
の
規
制
緩
和
、
社
会
福
祉
面
へ
の
財
政
支
出
の
抑
制
、
事
業
税
な
ど
企
業
負
担
の
軽
減
、
爾
裕
税
の
廃
止
、
企
業
の
人
員
削
減
へ
の
政
府
介
入
の
排
除
、
な
ど
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
椛
の
民
主
的
諸
改
赦
を
狼
消
し
に
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
椎
の
政
治
に
も
数
々
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
失
業
問
題
、
イ
ン
フ
レ
問
題
、
産
業
再
編
成
問
題
、
貿
易
赤
字
問
題
な
ど
は
こ
の
政
椛
の
成
立
前
か
ら
フ
ラ
ン
ス
経
済
が
泣
面
し
て
い
た
問
題
で
あ
り
、
社
会
党
政
権
の
失
政
が
原
因
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
保
守
政
権
が
解
決
で
き
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
こ
そ
国
民
は
社
会
党
政
権
に
期
待
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
期
待
に
不
十
分
に
し
か
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
議
会
主
義
的
改
革
の
困
難
さ
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
樵
の
政
桁
に
つ
い
て
、
い
ま
は
ま
だ
総
柄
で
き
る
段
階
で
は
な
い
。
た
だ
い
え
る
こ
と
は
、
数
だ
の
否
定
的
な
側
面
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
政
権
の
政
治
は
議
会
型
社
会
変
革
の
、
お
そ
ら
く
は
今
世
紀
最
大
の
実
験
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
議
会
型
の
社
会
主
雄
へ
の
道
を
た
ど
っ
て
い
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
だ
け
で
は
な
い
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
で
も
社
会
党
（
社
会
陀
主
党
）
政
椛
が
現
在
改
蛾
を
進
め
て
い
る
し
、
か
つ
て
西
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
同
種
の
政
権
に
よ
っ
て
改
革
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
改
革
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
政
冷
的
・
経
済
的
、
社
会
的
条
件
と
社
会
改
姉
路
線
の
違
い
に
よ
っ
て
ま
こ
と
に
多
様
で
あ
る
。
、
主
符
理
社
会
主
義
路
線
も
あ
れ
ば
共
同
決
定
路
線
も
あ
る
。
成
果
も
あ
れ
ば
失
敗
も
あ
る
。
ま
さ
に
試
行
錯
誤
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
様
な
改
赦
蹄
線
の
な
か
で
、
以
下
わ
が
囚
に
は
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
の
改
革
の
進
め
か
た
に
つ
い
て
簡
恥
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
一
九
八
三
年
三
川
五
Ⅱ
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
労
働
党
が
圧
勝
し
、
ホ
ー
ク
政
椛
が
誕
生
し
た
。
ホ
ー
ク
首
現
代
国
家
湾
一ハ’
現
代
国
家
考
一ハーー
相
は
就
任
第
一
声
で
、
「
今
か
ら
国
民
的
和
解
の
た
め
の
仕
事
を
始
め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
が
、
四
月
に
開
催
さ
れ
た
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
サ
ミ
ッ
ト
が
そ
の
た
め
の
最
初
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
は
連
邦
政
府
の
主
要
閣
僚
、
各
州
首
相
、
代
表
的
企
業
の
経
営
者
、
労
働
組
合
の
代
表
者
な
ど
一
三
五
人
が
参
加
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
当
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
っ
た
。
経
営
者
代
表
が
賃
金
イ
ン
デ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
に
反
対
し
た
た
め
に
全
面
的
な
合
意
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
会
議
の
最
大
の成果は政府、経営者、労働組合の一一一者が物価・所得協定Ⅱｂ凶８のｐｐｑ曰８日ののＰｎ８ａ（「アコード」と略称されて
い
る
）
に
つ
い
て
合
意
し
た
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
「
ホ
ー
ク
労
働
党
内
閣
発
足
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
『
物
価
・
所
得
（２）
協
定
（
ｍ
ｎ
ｏ
ｏ
ａ
）
』
の
時
代
に
は
い
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ホ
ー
ク
首
相
の
「
国
民
的
和
解
」
の
た
め
の
初
仕
事
が
政
、
労
、
使
三
者
に
よ
る
「
ア
コ
ー
ド
」
の
支
持
と
い
う
形
で
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
「
ア
コ
ー
ド
」
の
正
式
の
名
称
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
）
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
組
合
評
議
会
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｕ
）
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
の
協
定
」
で
あ
り
、
八
三
年
二
月
に
策
定
さ
れ
て
い
る
。
労
働
党
と
労
働
組
合
の
話
し
合
い
が
始
っ
た
の
は
一
九
八
一年であるが、一一年間の熱心な討論を経て策定された「アコード」が、その翌月に行われた総選挙で労働党が勝利し
た
こ
と
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
現
実
政
治
の
場
に
の
ぼ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「アコード」は、まずはじめに、ＯＥＣＤ諸国のなかで失業やインフレ問題に比較的にうまく対応したのは「協議
のうえでの物価所得政策の発展に非常に重点をおいた諸国であった」として、「この経験にたって、われわれ一一つの
組
織
は
、
労
働
党
政
権
成
立
の
折
に
実
施
す
ぺ
き
相
互
協
定
の
物
価
所
得
政
策
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
発
展
さ
せ
る
よ
う
努
力
す
ることが適切であると考えた」と、協定策定の意図を明らかにしている。
合意された政策の具体的内容をみると、まず第一は物価である。物価については、新たに設ける物価決定の機関が
「
法
的
基
準
」
を
つ
く
り
、
そ
の
範
囲
内
で
価
格
の
引
上
げ
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
法
的
般
維
」
と
は
、
「
企
業
は
そ
れ
の
維
持
と
拡
狼
に
必
要
な
水
難
以
上
に
利
潤
を
得
ず
、
労
働
瀞
の
実
蘭
賃
金
を
守
り
、
不
必
要
な
コスト高が物価の上昇にはね返らないようにすることである」と説明されている。それと同時に、合併に対する規制、
市
場
力
乱
用
の
禁
止
、
物
価
協
定
に
た
い
す
る
告
発
、
不
当
な
商
慣
行
か
ら
の
消
費
者
の
保
護
な
ど
を
通
じ
て
「
実
質
的
な
競
争
」
を
推
進
し
、
「
間
す
ぎ
る
価
格
を
つ
け
る
可
能
性
を
少
く
す
る
」
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
’
第
二
は
、
賃
金
と
労
働
条
件
で
あ
る
。
賃
金
に
つ
い
て
は
、
「
賃
金
決
定
の
諸
原
則
は
従
業
員
に
正
当
な
る
賃
金
を
与
え
る
と
同
時
に
、
賃
上
げ
が
さ
ら
に
イ
ン
フ
レ
や
失
業
を
誘
発
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
の
べ
た
う
え
で
、
す
で
に
物
価
の
項
で
み
た
よ
う
に
実
質
賃
金
の
維
持
が
「
放
嬰
な
Ⅱ
的
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
央
災
椛
的
貸
金
決
定
制
度
が
「
公
平
さ
の
た
め
に
も
労
使
関
係
の
た
め
に
も
望
ま
し
い
」
と
し
、
「
賃
金
・
俸
給
の
購
買
力
を
守
る
た
め
に
、
金
川
的
な
生
計
費
調
査
制
度
の
採
川
」
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
と
く
に
労
働
組
合
が
全
国
レ
ベ
ル
で
賃
金
や
労
働
条
件
の
向
上
に
つ
い
て
要
求
す
る
さ
い
に
は
、
「
労
働
組
合
は
政
府
の
経
済
政
簸
に
冊
蔵
し
、
こ
う
し
た
要
求
の
額
に
つ
い
て
政
府
と
協
議
す
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
．
第
三
は
、
賃
金
外
所
得
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
賃
金
外
所
得
と
は
、
「
配
当
、
資
本
利
得
、
家
賃
、
利
子
、
甑
役
手
当
、
法
人
組
織
外
の
企
業
（
医
師
、
弁
護
士
、
店
主
、
自
営
建
築
業
者
、
商
人
等
）
の
所
得
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
規
制
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
利
川
す
れ
ば
「
こ
れ
ら
の
所
伴
水
蛾
に
か
な
り
の
影
禅
を
及
ぼ
し
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
他
の
労
働
打
と
つ
り
合
う
待
遇
を
受
け
る
」
こ
と
に
な
る
間
接
的
規
制
を
加
え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
た
と
え
ば
「
会
社
法
お
よ
び
そ
の
他
関
係
法
を
改
正
し
、
会
社
砿
役
任
命
の
条
件
、
な
ら
び
に
報
酬
そ
の
他
の
手
当
を
会
社
の
年
報
で
公
開
し
、
こ
れ
ら
は
株
主
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
と
し
、
物
価
当
局
も
こ
れ
ら
を
勘
案
し
、
同
時
に
会
社
の
価
格
引
上
げ
の
巾
諦
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
上
級
符
理
職
の
報
酬
と
現
代
国
家
老
←へ一一一
現
代
Ｎ
家
汚
六
山
手
当
も
対
象
と
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
措
置
で
あ
る
。
第
四
は
、
税
金
お
よ
び
政
府
支
川
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
「
政
府
は
、
政
権
を
担
当
し
た
ら
す
ぐ
所
得
税
体
系
を
実
質
的
に
再
編
成
し
、
低
・
中
所
得
者
の
税
負
担
を
緩
和
す
る
」
こ
と
、
そ
し
て
、
「
完
全
に
実
際
的
な
物
価
所
得
政
策
を
実
施
す
る
た
め
、
政
府
は
労
働
組
合
遮
動
と
提
携
し
て
、
税
体
系
を
毎
年
吟
味
し
な
お
し
、
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
税
負
担
が
自
動
的
に
並
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
こ
と
、
さ
ら
に
「
政
府
は
、
低
伐
金
取
得
打
に
伐
金
の
公
正
さ
を
保
障
し
、
低
所
什
打
へ
の
課
税
を
緩
和
し
、
社
会
保
陳
給
付
を
引
上
げ
、
（３）
社
会
的
貸
金
に
つ
い
て
そ
の
他
の
改
韓
、
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
貧
川
を
一
掃
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
労
使
側
係
、
脈
業
洲
発
と
技
術
砧
新
、
移
民
、
社
会
保
障
、
職
場
の
保
健
と
安
全
、
敬
育
、
な
ど
広
汎
な
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
労
働
党
と
労
働
組
合
の
介
意
だ
け
で
は
現
突
の
政
簸
に
は
な
ら
な
い
。
「
γ
コ
ー
ド
」
が
と
く
に
使
川
者
の
行
動
を
制
約
す
る
政
簸
を
数
多
く
含
ん
で
い
る
だ
け
に
、
か
れ
ら
の
合
愈
を
と
り
つ
け
な
い
か
ぎ
り
政
怖
の
場
で
具
体
的
に
央
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
ホ
ー
ク
政
椛
成
立
の
翌
几
に
附
か
れ
た
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
サ
ミ
ッ
ト
で
仙
川
新
の
合
意
を
と
政
労
使
三
春
構
成
の
槻
側
で
囮
氏
的
合
意
を
形
成
す
る
と
い
う
政
胎
手
法
は
、
科
学
サ
ミ
ッ
ト
の
さ
い
に
も
、
「
労
働
打
参
加
に
側
す
る
全
国
労
働
協
議
委
員
会
」
設
置
の
さ
い
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
政
権
が
使
川
者
を
ふ
く
む
三
者
の
合
意
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
を
は
か
ろ
う
と
す
る
の
は
、
同
党
の
「
民
主
主
義
的
な
社
会
主
義
化
」
路
線
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
党
は
そ
の
規
約
の
な
か
で
同
党
の
Ⅱ
的
に
つ
い
て
、
「
労
働
党
の
綱
領
に
規
定
さ
れ
た
行
動
、
方
法
、
進
歩
的
な
改
革
の
原
則
に
従
っ
て
、
産
業
、
生
産
、
流
通
、
交
換
の
分
野
に
お
け
る
搾
取
と
そ
の
他
の
反
社
会
的
な
行
動
を
排
除
す
る
に
必
要
な
程
度
ま
で
、
こ
れ
ら
の
各
部
門
の
民
主
主
義
的
な
社
会
主
義
化
を
は
か
る
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
綱
傾
で
規
定
さ
れ
た
行
き
な
い
。
そ
こ
で
十
一
リ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
動・力法」というのは、綱領の前文でのべられている「民主的」「国民的」「合法的」ということである。「民主的」
と
い
う
の
は
、
「
政
治
活
動
は
成
人
の
普
通
選
挙
権
に
基
く
自
由
選
挙
の
枠
内
で
実
施
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
政
府
は
選
挙
民
に
よ
っ
て
向
山に選ばれ自由に罷免されるものであり、政府に対する合法的な反対権は自由にとって不可欠なものである。・・…・労
働党はいずれの政府もひとたび政権の座につけば不動不変のものであるという考え方に反対する」ということであり、
議会主義の堅持と独裁政権に反対するという内容であるといってよい。「国民的」というのは、「オーストラリア社会
の福祉は、国際的な規律、たとえば共産党に拘束される政冷述励によっては、保障できないことを確信」するという
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
て
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
や
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
一
板
塒
的
国
際
主
義
に
反
対
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
合
法
的
」
と
い
う
の
は
、
「
党
の
Ｈ
標
が
述
邦
政
府
、
州
政
府
、
地
方
政
府
の
合
法
的
な
活
川
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
…
…
合
法
的
な
概
念
に
も
と
づ
い
て
、
労
働
党
は
革
命
の
各
論
法
を
否
定
し
、
こ
の
よ
う
な
論
法
が
国
民
に
破
滅
的
な
影
響
を
も
た
ら
し
、
現
実
的
な
永
続
的
な
利
益
を
実
現
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
菰
命
の
否
定
、
漸
進
的
合
法
的
社
会
改
革
の
方
法
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
このようにオーストラリア労働党は、みずからを議会主義の党、漸進的合法的社会改革の党と規定して「民主主義
的な社会主義化」を追求する。したがって、政権を堆握して短期側に生産手段の脚有化を達成し、中央災椛的計耐経
済を実現するというような力法はもちろんとらない。労働党政椛が成立しても使川者はまだ残っており、それらの使
用
者
の
合
意
を
か
ち
と
り
な
が
ら
社
会
改
革
を
進
め
て
い
く
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
オーストラリア労働党と労働組合は、使用者をまきこんで「アコード」による改輔を進めているが、指導者たちは
こ
の
路
線
に
ほ
と
ん
ど
過
剰
と
も
思
わ
れ
る
自
信
を
示
し
て
い
る
。
ある。
現
代
脚
家
拷
六
五
従
来
、
第
三
世
界
を
の
ぞ
く
現
代
世
界
の
国
家
聯
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
て
紹
微
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
「
溢
水
主
維
仙
界
体
制
」
と
「
社
会
主
雑
世
界
体
制
」
、
あ
る
い
は
東
西
両
即
悩
と
い
う
よ
う
に
。
同
頭
に
紹
介
し
た
耕
怨
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
た
い
し
て
私
は
、
第
三
世
界
を
の
ぞ
く
国
家
淋
は
以
上
の
べ
た
よ
う
に
大
き
く
三
つ
に
分
け
て
認
撤
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
、
、
る。アメリカに代表される現代資本主義国家群、ソ連に代表される現存社会主義国家群、それにフランスに代表され
る
議
会
主
義
型
の
社
会
主
義
国
家
群
で
あ
る
。
現
代
世
界
は
こ
の
三
つ
の
国
家
群
に
属
す
る
国
交
が
、
国
家
群
と
し
て
の
利
益
を
も
と
め
て
同
盟
し
、
国
益
を
も
と
め
て
対
立
・
抗
争
す
る
な
か
で
動
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
第
三
世
界
の
諸
国
家
が
加
っ
て
補
雑
な
国
際
関
係をつくりあげながら仙界史が形成されていくわけである。
現
代
国
家
考
一ハーハ
こうした路線についてイギリスで失敗した所得政策の再現であり、経済危機突破のためのネオ・コーポラティズム
であると批判する向きもあるが、私は、社会主義政党と労働組合がみずからのイニシアティブのもとに国民的合意を
形成しながら一歩一歩改革を進めていくこの手法を議会主義的社会主義の一つの試みとして注目したいと考えている。
（２）『海外経済併報』一九八三年六月。
（
３
）
『
ア
ジ
ア
労
働
運
動
質
料
』
第
四
四
号
七
○
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（１）ＣＦＤＴの木部を肪川したとき、沸紀災で自主符Ⅶ社会水雅粉として耕約なエドモン，メールは、「皿打化と地力分椛に
よ
っ
て
自
主
楴
耶
社
会
主
綻
の
条
件
は
川
逃
し
た
が
、
受
益
主
維
に
伽
れ
き
っ
て
い
た
た
め
に
労
働
村
や
巾
比
の
側
主
楴
叫
の
力
が
ま
だ
汀
っ
て
い
ない」と柵った。
あ
と
が
き
妓
後
に
第
三
の
倒
家
群
に
鵬
す
る
国
に
つ
い
て
若
干
の
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
国
家
の
国
家
群
と
し
て
の
川
結
は
弱
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
政
権
は
、
ま
え
に
の
べ
た
よ
う
に
現
状
で
は
不
安
定
で
あ
る
。
反
動
的
な
資
本
主
義
政
権
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
く
り
返
し
の
べ
た
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
場
合
に
、
、
は
起
り
に
く
い
、
議
会
主
義
型
の
移
行
に
特
有
の
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
一
」
の
国
家
群
に
属
す
る
政
権
は
、
現
存
社
会
主
義
国
の
政
権
と
外
交
政
策
、
安
全
爆
陣
政
策
な
ど
の
耐
で
対
立
す
る
こ
と
が
多
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
社
会
党
と
共
産
党
は
第
二
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
内
部で激しく対立しあっていた二つの政胎思想・政沿迦釛の潮流を継承するものであり、今Ⅲにおいても社会主維像を
は
じ
め
叫
論
・
政
策
・
巡
励
の
耐
で
依
然
と
し
て
対
立
が
あ
る
’
た
と
え
ば
、
ソ
連
共
賑
党
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
よ
る
社
会
主
義
難
命
以
外
に
社
会
主
義
へ
の
遊
ば
な
い
と
い
う
立
場
に
た
っ
て
い
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
は
、
政
党
と
国
家
の
融
合
、
国
家
と
社
会
の
融
合
、
異
議
申
し
立
て
の
手
段
（
出
版
物
や
白
山
な
集
会
、
結
社
の
自
由
）
の
欠
如
、
民
主
的
な
手
続
（
自
由
な
選
挙
、
複
数
政
党
（１）
制
）
の
不
在
な
ど
を
例
に
あ
げ
て
、
「
東
側
の
も
ろ
も
ろ
の
社
会
は
社
会
主
義
社
会
と
は
い
え
な
い
」
と
手
き
び
し
く
批
判
す
る
。
ど
ち
ら
が
真
の
社
会
主
義
で
あ
る
か
を
め
ぐ
る
対
立
が
、
か
つ
て
は
社
会
主
義
諸
党
派
間
の
は
げ
し
い
対
立
・
抗
争
、
分
裂
を
ひ
き
お
こ
し
た
し
、
そ
れ
ら
の
社
会
主
義
政
党
が
政
椛
に
つ
い
た
今
Ⅱ
の
段
階
で
は
旧
家
側
の
対
立
を
産
み
だ
す
船
木
的
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
か
っ
て
身
近
か
で
あ
っ
た
も
の
の
川
で
膝
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
こ
の
対
立
は
、
ま
さ
に
社
会
主
義
皿
励
の
椚
絢
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
克
服
は
容
易
で
は
な
い
ど
の
社
会
主
義
党
派
が
政
権
を
と
る
か
に
よ
っ
て
一
国
の
社
会
主
義
建
設
の
あ
り
方
が
変
り
、
ど
の
社
会
主
義
国
（
諸
国
）
が
国
際
社
会
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
る
か
に
よ
っ
て
世
界
の
将
来
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
る
。
そ
こ
で
ソ
連
、
東
欧
型
の
社
会
主
義
世
界
建
設
に
賛
成
で
き
な
い
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
政
権
が
、
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
と
と
も
に
「
西
側
」
の
一
員
と
し
て
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
り
、
自
前
の
核
戦
力
を
保
持
し
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
の
こ
う
し
た
行
動
を
、
保
守
党
政
権
の
現
代
脚
家
芳
_几.
'、
一七
現
代
国
家
湾
六
八
負
の
遺
産
の
心
な
ら
ざ
る
継
承
で
あ
り
、
「
栄
光
あ
る
フ
ラ
ン
ス
」
の
た
め
の
止
む
を
得
ざ
る
撰
択
で
あ
る
と
し
て
だ
け
み
る
の
は
一
面
的
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
先
進
国
内
に
お
け
る
社
共
両
党
間
の
対
立
抗
争
は
、
今
後
お
そ
ら
く
は
旧
来
と
は
異
な
っ
た
展
開
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
鏡
大
の
争
点
で
あ
っ
た
ソ
ビ
エ
ト
型
の
変
砧
か
議
会
型
の
変
革
か
二
挙
莱
命
型
か
漸
進
的
改
革
型
か
と
い
い
か
え
て
も
よ
い
）
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
両
党
川
に
対
立
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
１
－
ｕ
ソ
シ
ア
リ
ズ
ム
と
１
－
ｍ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
が
議
会
型
と
い
う
点
で
（２）
共
通
の
路
線
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
Ⅲ
碗
に
一
亦
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
（１）『社会主義プロジェクト』大沖真作訳合同川版砒六ｌ弧九両。
（
２
）
西
欧
の
社
会
党
と
共
産
党
の
川
に
対
立
の
要
川
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
後
者
が
「
科
学
的
社
会
主
義
」
の
立
場
に
立
つ
の
に
た
い
し
、
加
村
は
マ
ル
ク
ス
主
義
を
標
排
し
な
い
。
そ
こ
か
ら
理
論
的
な
対
立
が
悲
起
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
あ
り
う
る
。
ま
た
現
実
の
級
済
政
節
上
も
、
フ
ラ
ンス社会党政椛の鉄鋼砿業秤細成にフランス共産党が頑強にⅨ対したり、クラクシ政術とイタリア社会党が推進するスカラ・
モ
ー
ビ
レ
の
兄
直
し
に
イ
タ
リ
ア
比
脈
党
が
奥
向
か
ら
反
対
し
て
い
る
よ
う
に
、
対
立
は
洩
っ
て
い
る
。
